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———　知覚の変容と文化表象　———

























とを端的に示すよい例だろう。バルトはフランスの劇作家マリふりをし、隣家の貴族の子息アレクセイに会うが、アレクセイはリーザが貴族の令嬢だとは気づかない。ここでルバーシカとサラファンが、農民をあらわす記号となっていることは言うまでもないだろう。 「ルバーシカ」とは古来ロシアで着用されきたブラウスまたはシャツ こと、 「サラファン」は主に農民女性が着るワンピ スのことをいい しばしば袖のない、いわゆるジャンパースカートのようなも を意味する。図版①はロシアの一九世紀前半の農村風景や農民 肖像に優れた才能を発揮した画家アレクセイ・ヴェネツィア ノフ 『井戸端での出会い』
（一八四三）
だが、ここに描かれているように、真っ









よれば、衣服にはさまざまな機能があり、実用的機能と美的機能の一部はモノとしての衣裳そのものに属しているが、その他の多くの機能は、モノに属すると同時に記号として 何らかの意味を持っているという。衣服が具体的な三次元のモノであることを〈身体性〉と呼ぶならば、この〈身体性〉と〈記号性〉を併せ持つという「衣服の二重性 は、二〇世紀初頭ロシアに起こった衣服 変容を考え うえでも重要な意味を持ってくるに違いない。　
例えば、コルセットから女性の身体を解放すること。この問





























































































に五六歳だった。店は閉鎖させられ、財産はすべて没収されてしまった。彼女には亡命する道もあったはずだ。いや、まがりなりにも貴族階級に属しており、皇室や貴族のための贅沢なドレスを作っていたというキャリアから考え ら 身の安全を考えてむしろ亡命するほ が自然だった ではなかろうか。実際、ペテルブルグのクチュリエだったアンナ・ギンドゥスのように亡命したデザイナーも のだが、ラーマノワ 亡命を選ばなかった。
この頃、夫のカユトフが一時的に逮捕された。ラーマノワ自















































































































ている。ちなみに、キルギス系の血をひくとされる主人公のニコライも、ブハラ風の部屋でブハラ風のガウン、タタール風のスリッパや帽子を身 つけており、ふたりして ロシア人が自らの内に「東」の要素を有していることを衣服で比喩的に表象している。ここで注意したいのは、ソフィヤが「はばたいて飛び出して」きたり「戸口から寝椅子へと飛んで」いったりと、軽やかな身のこなしで部屋の中を動きまわっ いるところからして、どうや キモノはガウンのような「部屋着」 して想定されていたのではないかと うことである。その証拠に、彼女は外出するときにはキモノを脱ぎ捨ててコルセットをつけ
小間使いのマヴルーシカにぎゅうぎゅう締めさせているのだ。












コルセットを着用して黒いウールの外出着に着替えた。つまりキモノは外出着ではなく、あくまでも室内着と見なされているのだ。だから、きちんとオビを締めるのではなく、細い紐で結ぶだけでも、あるいは極端 ことを言えば前をはだけていても構わないのである。 〈外出着ドレス／室内着キモノ〉つまり〈拘束的／解放的〉という、ここにもやはり〈締めつける／ゆったり〉の二項対立が見られるというこ である。
しかし実際の和装はどうかと言えば、ウエストを細く見せる
必要がないとはいえ、硬くて幅の広 オビでかなりきつく身体を締めつける。だから、二〇世紀初頭のロシアにおいてキモノが「部屋でくつろぐための衣服」で「解放的」であると考えられたのは、ある意味で逆説的 った 言わざるを得ない。日本
ではもちろん昔からキモノは家の中でも外でも着る衣服であり、室内にのみ限定されるものではない。ロシアでキモノが受容されたとき「室内用」という制限が課されたことは、本来の着方とは異なる「ガウンのよ に羽織るキモノ」を出現させ、結果的にその表象にも変容を引き起こしたことになる。
たしかに、体型を立体的に強調するために曲線で作られる










15 ピカソ、 ジイド、 ロダン、 モロー、









したアクメイスト詩人らしく、 「サダヤッコ」の名前や踊りがエキゾティックで優雅なものであることを褒めそやしている。彼は、キモノに言及しているわけではないが、じつはサダヤッコが着ていたキモノも、その踊りや演技とともに聴衆にはかなり大きなインパクトを与えたらしく、その結果、パリでは「キモノ・サダヤッコ」と名づけられた衣裳が売り出されるようなった。そして、これが「室内用」と限定されていたのである。もっとも、 「キモノ・サダヤ コ」を売り出 た「オー・ミカドという店は、一九〇三年頃から『フェミナ』誌に広告を出しており
（図版⑦）
、それを見ると、日本のキモノに似ているとこ




















もとづいている。この点にバクストのデザインの原則がもつ 「民主的」な特徴があった。つまりどのような肉体もそれ自身にリズムがあると う考え、そうしたリズムは衣服がゆったり緩やかなほど容易に投影され という考えである。
19
すなわち〈締めつける／ゆったり〉の対立が、さらには〈静




も、キモノの影響を思わせるものがある。図版⑧は、彼女が一九一〇年代に作った夜会用ワンピースで、素材は白いシルクとシフォン。エルミタージュ美術館で行われたラーマノワ展のカタログによると、 「コルセットは想定されておらず、デコルテは正方形、 袖は短く、 キモノの裁ち方」
20 だという。この「キ
モノの裁ち方」というのが 単にキモノのように長方形に布を裁つことを指しているのか、それとも別 何かを意味す のかは明らかでないが、前身頃の
V字、主要な部分と同じ「ともぎ
れ」を使用したオビのような太い布ベルト キモノを彷彿させる。むしろ、隠されたコルセットではなく、可視的な太いオビをしているところが、何よりもキモノ風である 言える。また非シンメトリックなデザインはそれまで ヨーロッパのデザインにはない日本的 ものだと言わ ているが 浮世絵の大胆な構図をも思わせるスカート部分の斜めの線が斬新で印象的である。
こうしてロシアでも、キモノを媒介にして衣服の革命が進ん





ンにとって極めて重要な時期であった。それは、高度なテクノロジーに支えられた階級の い理想社会を築こうという高邁な目的に、アヴァンギャルド芸術家たちが「新し 身体」の探究という具体的な課題をもって突き進ん い ときである。「イデオロギー＝内面」だけでなく、 それを支える「身体＝外面」の重要性も強調され、両者があいまって社会主義の建設が実現するとされた。シニフィ ンである「新しい衣服」が、 「階級」をシニフィエとしなくなったのであ ば、記号体系そのものを変えなければならず、そうであれば大衆のため 民主的な衣服を緊急に作る必要があった。　
構成主義者の中でも、リュボーフィ・ポポーワ ワルワー



















衣服を機能的で美しくするというのは、つまり、特権階級の人たちだけでなく、いろいろな階層の人々の生活をより快適に美しくするということ す。そのこ を私はずっと以前から考えていました。 ［……］革命は私の財政状態を変えましたが 私の一生の信念を変えたわけではなく、むしろその信念をより大きな規模で実現 可能性を与えてくれたのです。
22
  つまりラーマノワは、革命の前も後もデザインに対する自分








ワ、ステパーノワとファッションデザイナーのラーマノワとは、一九二〇年代に大接近していたというのが興味深い。〈締めつける／ゆったり〉の二項対立で言うなら、三人とも当然のことながら 身体を締めつけな 、ゆったり た衣服ザインのカテゴリーに属してい わけだが、大接近したもの、アヴァンギャルド芸術家のふ りとラーマノワとの間には決定的な違いがあった。それは、ポポーワとステパーノワが衣服を「空間的フォルム」と捉え プロポー を等閑視してアヴァンギャルド美学を衣服に持ちこもうとしたところである。
23 つまり、逆の言い方をするなら、世界全体をひと



































に、ロシアの農民が古来日常的に着ていたサラファンを模したゆったりした衣服をデザインするようになる。ちなみに、ここでモデルを務めているのは、未来派詩人で画家のウラジーミル・マヤコフスキー 恋人リーリャ・ブリークとそ 妹エリザ・トリオレ ある。またマヤコフスキーの実妹 ュドミラ・マヤコフスカヤは、一九一〇年頃から工場付きインダストリアルデザイナーとして働いてい という。　
さらに一九二五年、ラーマノワは彫刻家で 来の友人ムーヒ
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